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1．問題意識

本稿執筆時点での最新の白書である中小企業
庁（2025）では，「2024年は，実に 33年ぶり
となる高水準の賃上げ，100兆円を越える設備
投資など，日本の経済に明るい兆しが現れ始め
た年」（p.41））だとし，「2025年の日本経済は，
まさにこうした『潮目の変化』を継続させ，
『賃上げと投資が牽引する成長型経済』へと移
行できるか否かの分岐点にあ」（p.4）るとした
上で，「成長型経済への移行を確実なものとす
るためには，中小企業・小規模事業者の皆様の
更なる成長・発展が極めて重要であり，政府と
しても大いに期待している」（p.4）というよう
に，中小企業の重要性について明示している。
ただし，その中小企業にとっては「構造的な人
手不足」（中小企業庁，2025, p.4）といった課
題があることをも指摘している。
このような人手不足を背景にして，例えば太
田（2025）では，「女性かつ大学の文系学部の
新規卒業予定者」（p.2）に着目した上で，彼女
らを「女性・文系・新卒者」（p.2）と独自に命
名し，「中小企業が女性・文系・新卒者を採用
するためにいかなる方策を取りうるのかについ
て考察し」（p.23）ている。結果として，「❶経

〈論文〉

中小企業における女性の非正規雇用労働者の採用
およびリテンションに関する一考察

─メイド・イン・ジャパンにこだわる新興腕時計ブランド JIOS を擁する
株式会社 VALORE の事例に基づいて─

太 田 侑 樹

────────────
１）原典にページ表記が無い箇所を引用しているた
め，原典の表紙を p.1として数えることでペー
ジ番号を付与している。以下，中小企業庁
（2025）において同じ処理をしている。
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営者が直接学生と対峙し，かつ物腰柔らかく採
用のために活動すること，および❷経営者が採
用活動の中で応募者である学生と対話し，学生
が本当に担いたいと思える仕事を一緒に見つけ
出すことという行動が有用であると導出」（太
田，2025, p.23）している。この太田（2025）
の含意は，「経営資源の多寡によらず，経営者
による二点の行動は実施可能であ」（p.23）り，
さらにいえば「機動的に経営者が動き女性・文
系・新卒者を採用することが可能になるとも言
え，中小企業だからこそ取りうる手法ともいえ
る」（p.23）ことを鑑みると，一定の貢献を果
たしているといえよう。ただし，中小企業にお
ける「構造的な人手不足」（中小企業庁，2025,
p.4）について考えるとき，次の 3点の研究の
拡張可能性を指摘できる。
1点目は，企業が採用の対象とするのは，大
学の新規卒業予定者ばかりではないため，パー
トやアルバイトといった非正規雇用労働者にも
目を向ける余地があるという点である。この点
に関連して，高崎（2023）では，「雇用者に占
める（中略）非正社員の割合」（p.150）が増え
ていることにつき，「産業構造の変化など経営
環境の不確実性が高い時代においては，必要な
労働力のすべてを解雇規制が厳しく雇用調整が
難しい正社員によって調達するのは経営上のリ
スクが高い」（p.150）とする「企業側の理由」
（p.150）を挙げて説明している。ただし，山本
（2016）がいうように，「わが国では，少子高齢
化等による人手不足が深刻化している。（中略）
組織経営の観点からみた場合，この問題が端的
に現れているのは採用難であり，これは新卒の
正規従業員採用だけではなく，学生アルバイト
や主婦のパートの採用にも及んでいる」（p.17）
と非正規雇用労働者の採用が困難であることも
指摘されている。これらのことを踏まえると，
非正規雇用労働者に着目して採用について論じ
ることには意義があるといえよう。
そして，本稿では，非正規雇用労働者の中で
も特に女性かつパート，アルバイトに着目する
こととしたい。なぜならば，総務省統計局

（2025）が 2025年 11月 28日に公表した調査で
は，非正規の職員・従業員数は男女合わせて
2,121万人おり，内数として最も多いのはパー
トの 1,025万人で，次いで多いのはアルバイト
の 484万人である。そして，パートの 1,025万
人のうち 895万人を女性が占め，アルバイトの
484万人のうち 241万人を女性が占めている。
さらに，男性は 77.9％が正規の職員・従業員
であり，非正規の職員・従業員は 22.1％に留
まっている一方，女性は正規の職員・従業員が
48.8％に留まっており，かつ非正規の職員・従
業員は 51.2％に及んでいる（p.2の表 2から筆
者抜粋）ことを鑑みると，非正規雇用労働者の
中でも女性かつパート，アルバイトに着目する
ことに意義があるといえるからだ。ただし，上
林・厨子・森田（2025）の「法的にはパートも
アルバイトも区別がありません」（p.309）とい
う指摘を踏まえて，本稿ではパートとアルバイ
トを区別せずに扱い，以下パート・アルバイト
として論じていくこととしたい。まとめると，
本稿では女性かつ非正規雇用労働者であるパー
ト・アルバイトに焦点をあて考察していく。
2点目は，雇い入れた人材のリテンションに
も着目する余地があるという点である。ここ
で，リテンションとは「従業員を組織内に確保
する（引き留める）こと」（山本，2016, p.18）
である。このリテンションについて，例えば山
本（2016）では，「人手不足は，従業員の採用
が難しいことを意味するだけではなく，既存の
従業員が転職する可能性が高まることをも意味
する」（p.17）とした上で，「現在在籍している
従業員，特に高業績を上げている従業員にいか
に組織にとどまってもらうかという定着（リテ
ンション）」（p.17）に関して論じている。なる
ほど，「今後，正社員の採用がまずます難しく
なってくることが予想される中，非正社員をど
う戦力化していくかが企業に問われている」
（田村，2023, p.153）と主張されていることを
鑑みると，リテンションは重要な論点だといえ
よう。なぜならば，企業から見ると，離職され
てしまえば当然自社の戦力とすることができな
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いからである。
さらに，山本（2009）では，このリテンショ
ンに関して「多くの組織で重要性を増してい
る」（p.143）とする「非正規従業員」（p.143）
を対象にした示唆に富む実証分析を行っている
ものの，本稿の問題意識を踏まえると不足点が
ある。まずは，同実証分析では，「ファミリ
ー・フレンドリー施策2）の（筆者注：リテンシ
ョン）効果はみられなかった」（山本，2009,
p.151）とされているが，マイナビ（2025）の
n＝1,712の調査では，子育てへの理解があるこ
とが就業先の必須条件だとした回答が 32.2％
となり，これは全 39の選択肢の中で上位 5番
に位置している（p.46）ことを鑑みると，本稿
で深掘りする余地があるということである。次
に，山本（2009）の実証分析では，中小企業は
対象外で（p.146），調査対象者 176名のうち女
性は 3/4の 132名であり，かつ 176名のうちパ
ートとアルバイトを合計しても総数のわずか
21.1％に留まる（p.235の付表 6A より筆者抜
粋）のである。よって，本稿において，中小企
業で働く女性かつ非正規雇用労働者であるパー
ト・アルバイトに焦点をあててリテンションに
ついて考察する余地があるということである。
3点目は，経営者が機動的に動けること以外
の中小企業の強みにも目を配る余地があるとい
うことである。例えば，当該中小企業にゆかり
のある地元への貢献を目指したり，メイド・イ
ン・ジャパンにこだわったりすることで自社の
製品・サービスに独自性を持たせられるといっ
た強みが，非正規雇用労働者である女性のパー
ト・アルバイトにいかに解釈されうるのかにつ
いて検討する必要があるだろう。この点につい
て，本稿では，メイド・イン・ジャパンという
要素に優位性があると考えられる腕時計に着目
し，特に地元名を冠したブランドを擁している
中小企業を対象にすることとしたい。詳しくは
2．腕時計に関連する論考の整理にて説明する。

上記を踏まえ，本稿では，メイド・イン・ジ
ャパンにこだわりつつ，地元貢献を目指した新
興腕時計ブランドを擁する中小企業である株式
会社 VALORE を対象にし，同社の経営者が女
性の非正規雇用労働者であるパート・アルバイ
トをいかに採用し，いかにリテンションを図っ
ているのかについて，経営者 1名および非正規
雇用労働者である女性のパート・アルバイト 1
名を研究協力者として事例研究を行うものであ
る。
では，まずは続く 2．腕時計に関する論考の
整理にて，腕時計については，メイド・イン・
ジャパンという要素そのものに優位性があるこ
と等を確認しておくことしたい。

2．腕時計に関する論考の整理

山田（2021）は，「人は空間を目で見ること
はできますが，時間は直接知覚できません。だ
から時間の経過を目に見える空間上の変化に置
き換えて計る道具，つまり時計を作りました」
（p.12）とし，「人類が文明を築く上で，時計は
空間を測る物差しと同じくらい重要な発明だっ
たといっても過言では」（p.12）ないとする。
その上で，「さまざまな時計が考案されてきま
したが，中でも画期的だったのが 13世紀のヨ
ーロッパで発明された機械式時計です。人類は
機械式時計のおかげでいつでもどこでも秒単位
の時刻を知り，社会で共有できるようになりま
した」（山田，2021, p.12）とし，「今日でも日
常的に使われている腕時計の大半は，機械式か
クオーツ式のどちらか」（山田，2021, p.12）だ
とする。なお，機械式時計とは，「脱進機で調
速する時計」3）（山田，2021, p.15）のことであ
り，これは言い換えると「チクタク音がする時
計」4）（山田，2021, p.15）のことである。
この機械式時計についても，クオーツ式時計

────────────
２）後述のとおり，「勤労者の家族に対する責任に配
慮した」（山本，2009, p.58）施策のことをいう。

────────────
３）原文では，全て太文字になっているが，本稿で
は太文字にせず用いている。また，脱進機，調
速については，誌幅の関係から詳細を割愛する。

４）原文では，全て太文字になっているが，本稿で
は太文字にせず用いている。
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についても，メイド・イン・ジャパンであるこ
とに優位性があるといえる。それぞれ順に，具
体的に確認しておくこととしたい。
まずは機械式の腕時計についてである。小牧

（2014）は「日本はスイスの土俵を借りて十分
に力試しをさせてもらった」（p.232）と評し，
二つの天文台で実施されていたコンクールを例
にし，両コンクールに「1964年から日本が参
加，この外国品（日本の時計）5）の成績は初年
度は大したレベルではなかったが，急速に良く
なり，最後にはあまりにも良く，むしろ（筆者
注：スイスの腕時計ではなく）日本の時計の宣
伝になってしまう。これではスイス国内の奨励
にはならない」（p.232）とされ，「ニューシャ
テル天文台は 1967年，ジュネーブ天文台は
1968年でコンクールを停止」6）（p.232）するに
まで至ったと説明する。実際，例えば「1968
年のジュネーブ天文台コンクールでは（筆者
注：日本企業である）諏訪精工舎の成績は，時
計個別賞で機械時計の 1位から 7位まですべて
諏訪精工舎」7）（小牧，2014, p.231の脚注 47）
が占めていたという。
続いてクオーツ式の腕時計についてである。

そもそも「クオーツ式とは水晶発振子の振動で
調速する，電気で動く時計のこと」8）（山田，
2021, p.13）である。そして，並木（2011）は
機械式腕時計とクオーツ式腕時計を対比させ，
「機械式腕時計はゼンマイを動力にしますので，
手巻きなり自動巻きで，巻き上げなければ役に
立ちません。電子回路もなく，精度は理論上ク
オーツ（筆者注：式の腕時計）の 1000分の 1
以下です。つまりは，クオーツより手間がかか
り，精度は比べようもなく低い」（p.6）と指摘
する。実際，クオーツ式腕時計の登場により，

機械式腕時計は大きな影響を受けたといえる。
山田（2021）の以下の言説を確認されたい。

日本の服部時計店（現・セイコーウォッチ
（中略））が世界初のクオーツ式腕時計（中
略）を発売したのが 1969年のクリスマス。
当時の中型の普通乗用車 1台とほぼ同じ値
段の超高級機でした。そのクオーツ式
が，’70年代後半に入ると量産化が進んで
価格も下がり，腕時計市場をたちまち席
巻。それまで 700年以上の歴史を謳歌して
きた機械式は，’80年代には絶滅の危機が
囁かれるまでになってしまいました
（p.13）

また，特にスイスの腕時計産業と対比させな
がら，並木（2011）は次のように述べる。

（筆者注：発売から）驚くほど短期間に，
セイコー製クオーツは受け入れられ，世界
の時計市場を席捲しました（中略）。クオ
ーツ実用化で日本に先行されたスイス腕時
計産業は，急速なクオーツ化の中で，急激
に衰えていきます。クオーツ・ショックは
やがて“クオーツ・クライシス”となりま
した。（中略）スイスの時計産業では，家
族経営の時計メーカーの多くが，廃業を余
儀なくされたのです。15万人いたスイス
の時計産業従事者は，3万人にまで減少し
てしまうこととなったのです（p.30）

なお，Donzé（2014）は，「ドル・円間の不
利な為替レートが，スイスの主要な弱点だっ
た」（邦訳 p.71）ことにも言及し，「日本の時
計産業はクオーツ革命と好都合な貨幣環境によ
って大きく成長した」（邦訳 p.71）と評してい
る。
以上，機械式時計についても，クオーツ式時
計についても，メイド・イン・ジャパンである
ことに優位性があることが確認できた。さら
に，昨今では，メイド・イン・ジャパンである

────────────
５）原文ママで筆者の補記ではない。
６）原文では，ニューシャテル天文台およびジュネ
ーブ天文台が太文字になっているが，本稿では
太文字にせず用いている。

７）原文では，時計個別賞が太文字になっているが，
本稿では太文字にせず用いている。

８）原文では，全て太文字になっているが，本稿で
は太文字にせず用いている。
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ことにさらに独自の魅力を付加している腕時計
も登場していきている。例えば，本稿で考察の
対象とする株式会社 VALORE では，JIOS と
いうブランドを掲げて腕時計を製造・販売して
い る。JIOS は，「『Japan, Ishiyama Otsu Shiga』
の頭文字をとって名付けられ」（VALORE のホ
ームページを VALORE の許諾を得て転載）た
のだという。詳しくは後述するが，まずは次の
図を参照されたい。

このように，メイド・イン・ジャパンにこだ
わり，そして滋賀・大津・石山という当該中小
企業にゆかりのある地元名をブランドの名称に
するという独自の魅力を付加しているのであ
る。本稿においては，こうした強みについて，
採用やリテンションの文脈において非正規雇用
労働者である女性のパート・アルバイトにいか
に解釈されうるのかについて論じることとした
い。
では，次に，採用およびリテンションに関す
る先行研究について批判的に考察していくこと
としたい。

3．先行研究の批判的考察と
研究課題の導出

3.1 先行研究の批判的考察
そもそも採用とは，「①企業の目標および経
営戦略実現のため，②組織や職場を活性化させ
るために，外部から新しい労働力を調達する」
（服部，2016, p.32）ことである。それぞれ具体
的に見ていくと，前者は「企業が設定した目標
と経営戦略を実現するために，ある時点で不足
している，あるいは将来の時点で不足すると予
想される人材を獲得する」（服部，2016, p.30）
ことである。こうした行為について，服部
（2016）では中途採用と新卒採用とに分け説明
しているが，本稿では非正規雇用労働者のうち
のパート・アルバイトに着目しているため，服
部（2016, pp.30-31）でいえば新卒ではなく中
途採用の言説に近い性質があると考えられよ
う。すなわち，「中途採用の場合には，既にあ
る程度の職務能力を身に着けていることが前提
とされ，採用時点で『何ができるか』というこ
とが問われる」（服部，2016, pp.30-31）という
ものである。続いて後者の方は，「新しいメン
バーの加入は，職場や組織に対して緊張感と新
しい息吹を吹き込むことで，閉塞感と硬直性を
打ち破る役割を果たしてくれる」（服部，2016,
p.31）のだという。
そして，この採用について「日本企業の採用
担当者の役割は，採用活動終了時点（求職者に
対して内定を出し，実際に入社するまで繋ぎ止
めた時点）で終わるというのが実態」（服部，
2016, p.48）としつつも，服部（2016）では
「採用という業務は，その人材が少なくとも入
社 2, 3年の段階に達するまで続くという立場
をとり」（p.48），採用を次のように整理する。
すなわち，「（1）企業側が出した募集情報に反
応して，求職者が企業へとエントリーするか否
かの決断を行うことから始まり（募集）」（服
部，2016, p.49），続いて「（2）そうして集まっ
た候補者の中から社員として相応しいものを企
業側が選び（選抜）」（服部，2016, p.49），最後

図 1 JIOS とは
出典：VALORE のホームページを VALORE の

許諾を得て転載
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に「（3）そこで出された内定を求職者が受け入
れ，かつ組織の中で活躍する（定着する）まで
に至る，一連の活動」（服部，2016, p.49）であ
る。ただし，「『募集』『選抜』『定着』はお互い
に独立した活動ではなく，しばしば重複して，
同時並行的に行われる」（服部，2016, p.49）と
も指摘している。
ここで，採用活動に定着が含まれるとされて
いることに着目すべきであろう。なぜならば，
本稿が着目するリテンションについて，その定
義は「従業員を組織内に確保する（引き留め
る）こと」（山本，2016, p.18）であるとされて
おり，同様の主旨となっているからである。
では，採用活動とリテンションの関係性はい
かに整理できるのだろうか。この点，山本
（2009）では，リテンションに関して，特に
「組織のマネジメントであることを強調する場
合，リテンション・マネジメントとする」
（p.14）とし，リテンション・マネジメントと
は「高業績を挙げる（または挙げることが予想
される）従業員が，長期間組織にとどまってそ
の能力を発揮することができるようにするため
の，人的資源管理施策全体」（pp.14-15）9）とし
ている。ただし，「組織によって，高業績者を
どのようにとらえるのかは異なっている」（山
本，2009, p.19）という点にも留意が必要だろ
う。さらに山本（2009）は，「リテンション・

マネジメントの特徴は，間接性である」（p.18）
とし，「すなわち，多くの人的資源管理施策の
実施を通して，従業員の定着という目的の達成
を図るのである」（p.18）とした上で，「リテン
ション・マネジメントという，他と独立した施
策がある訳ではない」（p.18）とする。こうし
たことを踏まえ，山本（2016）では，雇用管
理，報酬管理，業績評価，能力開発管理，労働
時間管理，福利厚生管理，従業員参加（pp.20-
24）といった人的資源管理施策をリテンショ
ン・マネジメントの文脈から整理している。
以上述べてきたことについて，関係性を整理
すると図 2のとおりになる。本稿の文脈でいえ
ば，当該中小企業にゆかりのある地元への貢献
を目指したり，メイド・イン・ジャパンにこだ
わったりすることにより自社の製品・サービス
に独自性を持たせられるといった強みが，募
集，選抜，定着といった採用活動の各段階で経
営者からいかに非正規雇用労働者である女性の
パート・アルバイトに伝達され，それを彼女は
リテンションとの関係でいかに解釈するのかに
ついて検討することとなろう。
さらに，服部（2016）では良い採用とは何か
について 3点に整理しており，特に次の項目が
リテンションと大いに関係があると考えられ
る。すなわち，「ランダムに採用したときに比
べて，人材が企業へとより強くコミットし，高
い満足度を得て，中長期的に企業にとどまるか
どうか」（服部，2016, p.35の表 1-1より抜粋）
である。なぜならば，服部（2016）は，「高い

────────────
９）山本（2016）も，当該定義を引用（p.18）した
上で論をすすめている。

図 2 関係性の整理
出典：服部（2016, pp48-49），山本（2009, pp.14-15;p.18），山本（2016, pp.20-24）をもとに筆者作成
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成果をあげるような優秀な人材は，他社への転
職機会にも恵まれているだろうし，本人もまた
そのことを自覚していることが多いはずだ。い
くら高い成果をあげたとしても，すぐに他社へ
移ってしまったのでは，採用にかけたコストは
回収できない」（p.32）と看破し，「企業として
は，その人材を会社へとコミットさせ，ある程
度の満足を感じてもらうためにはどうすればよ
いかという観点からも，採用活動をデザインし
なければならない」（p.33）と指摘しているか
らである。
以上より，採用活動とリテンションの関係性
について確認できた。ただし，山本（2016）で
は「採用管理全体とリテンションとの関係が明
らかにされたとはいえない」（p.20）と評して
いる。ゆえに，本稿において採用活動とリテン
ション双方に着目して論ずることの意義は大い
にあるといえよう。
最後に，非正規雇用労働者に焦点をあてたリ
テンション・マネジメントに関する論考を確認
しておきたい。論考を確認する意図としては，
次のとおりである。高崎（2023）においては，
「雇用者に占める（中略）非正社員の割合」
（p.150）が増えていること関して，「産業構造
の変化など経営環境の不確実性が高い時代にお
いては，必要な労働力のすべてを解雇規制が厳
しく雇用調整が難しい正社員によって調達する
のは経営上のリスクが高い」（p.150）のだとす
る「企業側の理由」（p.150）を挙げて説明して
いる。さらに，その非正規雇用労働者の採用に
ついても，「わが国では，少子高齢化等による
人手不足が深刻化している。（中略）組織経営
の観点からみた場合，この問題が端的に現れて
いるのは採用難であり，これは新卒の正規従業
員採用だけではなく，学生アルバイトや主婦の
パートの採用にも及んでいる」（山本，2016,
p.17）とも指摘されている。そして，「今後，
正社員の採用がまずます難しくなってくること
が予想される中，非正社員をどう戦力化してい
くかが企業に問われている」（田村，2023,
p.153）という主張がなされていることを鑑み

ると，非正規雇用労働者に焦点をあてたリテン
ション・マネジメントに関する論考は確認が必
須であろう。
その論考である山本（2009）では，「多くの
組織で重要性を増している」（p.143）という
「非正規従業員」（p.143）を対象にした実証分
析を行っている。結果として注目すべきは，
「ファミリー・フレンドリー施策の（筆者注：
リテンション）効果はみられなかった」（山本，
2009, p.151）という点だろう。このファミリ
ー・フレンドリー施策とは，「勤労者の家族に
対する責任に配慮した」（山本，2009, p.58）施
策であり，実証分析の中では「育児休暇や介護
休暇の取得を促進させる取り組みを行ってい
る」（山 本，2009, p.149の 表 6-1よ り 抜 粋），
「育児や介護後の復帰をスムーズにするための
支援を行っている」（山本，2009, p.149の表 6-
1より抜粋），「育児や介護により一時的な勤務
形態の変更を認めている」（山本，2009, p.149
の表 6-1より抜粋）で構成されている。この点
について，例えば女性の非正規雇用労働者
1,712人を対象にしたマイナビ（2025）の調査
において，アルバイト10）の必須条件として
「2025年全体では，『自宅から近い』が 54.2％
で最も高く，（中略）『子育てへの理解がある』
が 32.2％となった」（p.46）というように，子
育ては 39の選択肢の中で上位 5番に位置して
いることから，やはり「ファミリー・フレンド
リー施策の（筆者注：リテンション）効果はみ
られなかった」（山本，2009, p.151）という点
にさらなる考察の余地があるだろう。
さらに，山本（2009）の調査対象者 176名の

────────────
１０）先述のとおり，上林・厨子・森田（2025）の
「法的にはパートもアルバイトも区別がありませ
ん」（p.309）という指摘を鑑み，パートもアル
バイトも同一のものとして扱っている。さらに，
マイナビ（2025）においても，例えば「あなた
が現在しているアルバイトは以下のどの形態に
あてはまりますか」（p.15）という設問の回答の
選択肢に，「長期（3ヶ月以上 6カ月未満程度の
パート・アルバイト」（p.15）があることから，
両者を同一のものとして捉えていると考えられ
る。
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うち女性は 132名であり，かつ 176名のうちパ
ートタイマーは 33人，アルバイトは 4人であ
りパートとアルバイトを合計しても総数のわず
か 21.1％に留まる（p.235の付表 6A より筆者
抜粋）。つまり，山本（2009）自身が述べてい
るように，「同じ非正規従業員でも，就業形態
の違いによって，リテンション効果が異なるこ
とが予想される」（p.147）ため，本稿のように
女性のパート・アルバイトを対象にして考察を
行うことに意義はあるだろう。加えて，山本
（2009）で調査の対象となっている企業の規模
は上場企業やその他大企業であって中小企業は
対象外（p.146）であるため，中小企業を対象
にすることにも十分に意義があると考えられ
る。

3.2 研究課題の導出
これまで述べてきたことを踏まえ，本稿では
以下の 2点の研究課題を設定する。研究課題 1
は，中小企業の経営者は，採用活動において女
性の非正規雇用労働者であるパート・アルバイ
トにいかに自社の魅力を伝達し，彼女はその伝
達内容をいかに解釈するのか。また，その解釈
は彼女のリテンションにいかなる影響を与える
のかである。ただし，自社の魅力とはメイド・
イン・ジャパンにこだわり，かつ地元への貢献
を目指したブランド名を擁していることとす
る。

次に，研究課題 2は，ファミリー・フレンド
リー施策は，独自の魅力を持つ中小企業で働く
女性の非正規雇用労働者であるパート・アルバ
イトにいかに解釈され，その解釈は彼女のリテ
ンションにいかなる影響を及ぼすのかである。
ただし，独自の魅力とはメイド・イン・ジャパ
ンにこだわり，かつ地元への貢献を目指したブ
ランド名を擁していることとする。

4．分析の枠組みと研究方法

4.1 分析の枠組み
本稿における分析枠組みは図 3のとおりであ
る。先に述べた研究課題 1は図中央にある 4本
の矢印のうち，経営者から女性の非正規雇用労
働者であるパート・アルバイトへと伸びる 1番
上の矢印と，反対に彼女から伸びる上から 2番
目の矢印が該当する。研究課題 2は，経営者か
ら女性の非正規雇用労働者であるパート・アル
バイトへと伸びる上から 3番目の矢印と，反対
に彼女から伸びる上から 4番目の矢印が該当す
る。
続いて，研究方法について論じていく。

4.2 研究方法
本稿においては，メイド・イン・ジャパンに
こだわりつつ，地元貢献を目指したブランド名
を冠する腕時計ブランド JIOS を擁する中小企
業株式会社 VALORE における，パート・アル

図 3 分析の枠組み
出典：筆者作成
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バイトとして働く女性の採用およびリテンショ
ンに関する事例研究を行う。以下，具体的に説
明していく。
前提として，事例とは，「研究領域としての

時間的，場所的に限られた事象（実例）」（田
村，2006, p.75）のことをいい，どのような事
例を選択すべきかについては次のような基準が
ある。すなわち，「事例を使って理論開発をす
る際」（田村，2006, p.79）においては，「理論
カテゴリーの先端，代表，逸脱，原型のいずれ
かの実例でなければ，事例は理論事例にならな
い」（田村，2006, p.79）とされているのだ。そ
して，本稿の事例は「代表事例」（田村，2006,
p.79）であると考えられる。なぜならば，「代
表事例とは，その事例が何らかの理論カテゴリ
ーの代表的な事例になっている場合」（田村，
2006, p.81）であり，「概念的な理論がすでに構
築されているがその実証基盤が弱い場合には，
その実証基盤を固めるために代表事例を詳細に
研究する必要がある」（田村，2006, p.81）とさ
れているからだ。
そして，事例研究においては，インタビュー
という手法を主に用いて情報を収集することと
したい。なぜならば，George & Bennett（2005）
により，「当事者，地域研究者，歴史家へのイ
ンタビューなどの現地調査を通じて，新たな変
数や仮説を見出し発見する点で，圧倒的に優

位」（邦訳 p.29）だと事例研究の優位性が強調
されているからである。ただし，本稿ではイン
タビューに加え，株式会社 VALORE 内で撮影
した写真や，同社から許諾を得た資料も活用す
る。
なお，インタビューに関して，インタビュー
内容として研究協力者に示したものを図 4とし
て掲載する。ただし，図 4はあくまでも予定で
あって，柔軟にその内容が変更となることにつ
いて研究協力者たちにあらかじめ示している。
また，研究協力者承諾の上で，インタビュー内
容についてはすべて録音し，録音データを使用
して東京反訳株式会社11）に委託し文字起こしを
行っていることを記しておきたい。
最後に，研究協力者とのやりとりの経緯を図

5として示す。竹脇氏は株式会社 VALORE の
経営者であり，肩書は代表取締役である。立脇
氏は，非正規雇用労働者として働く女性のパー
ト・アルバイトである。
では，続いて事例研究を進めていくこととし
たい。事例研究では，まずは腕時計ブランドで
ある JIOS を深く理解するために，竹脇氏の起
業の経緯を確認した後，JIOS 誕生の経緯を確
認する。その後，研究課題 1の観点，研究課題

────────────
１１）同社と筆者との間で，秘密保持契約を締結済み

である。

図 4 代表取締役および女性の非正規雇用労働者へのインタビュー内容
出典：筆者作成
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2の観点の順で論じていくこととしたい。

5．株式会社 VALORE の事例研究

5.1 株式会社 VALORE と新興腕時計ブラン
ド JIOS
5.1.1 起業の経緯
腕時計ブランドの JIOS を擁する株式会社

VALORE を率いているのは，代表取締役であ
る竹脇氏であり，写真は図 6に示したとおりで
ある。
そして，創業当初12）はコンサルティングを担
っていたのだという。竹脇氏は独立からコンサ
ルティングを担うまでの経緯を次のように語
る。

もともと（筆者注意：竹脇氏は）ネットシ
ョッピング（筆者注：を担う企業）で働い
てまして，ほんまの黎明期というか，もう
ほとんどまだ世の中にネットショッピング
がないような時代から働いてたんですけ
ど。まあその，伸びるというか，業界全体

的に，のその流れの中ですごい結果が出
て，働いてた会社がすごい大きくなって取
引先とかいろいろ人脈も広がって，それ，
4年か 5年ぐらい働いてたんですけど，仕
入れ先とかいろんなルートができたりしつ
つ，いつかは起業したいなっていう思いが
あったので，4年半かぐらいの時に辞めよ

────────────
１２）法人成りは 2014年 2月である（VALORE ホー

ムページより VALORE の許諾を得て転載）。ま
た，現在は経営者 1名および従業員 1名の 2名
体制であり，つまり本稿では 2名全員にインタ
ビューしている。

図 5 研究協力者とのやりとりの経緯
出典：筆者作成

図 6 腕時計のムーブメント等を確認する竹脇氏
出典：2025年 9月 25日に筆者撮影
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かなっていうかタイミングで辞めて，もう
1社ほんとは働こうと思ってたんですけ
ど，その辞めた日が確か金曜日やったんで
すけど，「お世話になりました」言うて帰
った，その明けた月曜の朝に取引先から電
話がかかってきて，何か「うちのネットシ
ョップ（筆者注：の管理運営を）見てくれ
へんか」みたいな声が何社かからかかった
ので，皆さんいい人やったしお金も払うっ
ていうことやったんで，いったんいろんな
会社のコンサルをするみたいな形で独立す
る流れになって，それを 2年ぐらいですか
ね，いろんな取引先のコンサルやったり，
新規開拓してコンサルやったり（竹脇氏・
下線は筆者）

そして，コンサルティングからの転身につい
て，竹脇氏は次のように語っている。

どうしてもコンサルだけやと何も面白みが
ないというか，自分が言ったことやっても
らうだけみたいな。それを数字に照らし合
わせてぐらいしかなくて。結局，業績が悪
くなったりしたタイミングでやっぱコンサ
ルって切られるんで，まあそれも嫌やし取
りあえず半年か 1年とかいう契約でいろい
ろやってたんですけど，そのなくなるタイ
ミングで僕もネットショッピングへ，まあ
仕入れルートはずっと持ってたんで，やろ
うかなと思って，会社を辞めて 2年後ぐら
いにネットショップをつくったんかな（竹
脇氏）

ネットショップでは，腕時計を中心に扱って
いたのだという。筆者と竹脇氏の次のやり取り
を参照されたい。

ネットショッピングで扱われてた商材って
いうのは腕時計を中心にされてたんですか
ね（筆者）

そうですね。腕時計を中心に，それもまあ
普通の（中略）ナショナルブランド，カシ
オとかセイコーとかシチズンとかですね。
あとはほんでアクセサリーとかカー小物
系。自分で何かちょっとしたやつ作ったり
したこともありましたけど，基本的には，
まあ作るのぽつぽつしてたかな。第 3ブラ
ンドっていわれるブランドで，テクノスと
かサルバートーレマーラとか，ああいうの
も作ったりもしてましたし（竹脇氏・下線
は筆者）

ああ，そうなんですね（筆者）

ああいうのでオリジナル，うちの（筆者
注：腕時計の）留め型みたいなん作ったり
とか（中略）いろいろしながら売ってまし
たけどね（竹脇氏）

腕時計を中心にされたっていうのは，腕時
計に何か思い入れとかがあったんでしょう
か（筆者）

個人的に好きっていうのはありますけど，
まず商売をしていく上である程度の売り上
げを立っていくためには，1個 1個の単価
が張らなあかんっていうのがあって。まあ
時計だと，結構棚 1個のスペースでも何百
万とかいうレベルになったり，ロレックス
とかそういうの除いたとしても，場所の割
に単価が取れるというか，っていうのがあ
って，取りあえず，まあ好きもあるし仕入
れルートを持ってるしっていうのもあるけ
ど，一番はあれですよね。仮にかばんとか
も仕入れルートあったり，かばん，アパレ
ル系もあるんですけど，そういうのをやる
と，もう場所，まず。倉庫のレベルでない
と在庫置いとけないんで，時計っていうの
が一番ちょうど良かった（竹脇氏・下線は
筆者）
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このように，もともと腕時計が好きであるこ
とを前提として，仕入れのルートを持っている
こと，場所と商品単価の兼ね合いから腕時計を
中心に扱っていることが窺える。ただし，現在
VALORE は JIOS という新興腕時計ブランド
を擁するに至っている。以下確認していく。
5.1.2 新興腕時計ブランド JIOS
竹脇氏のネットショップは，コロナ禍で大き
な影響を受けたのだという。竹脇氏は次のよう
に語る。

そこから（筆者注：竹脇氏が勤務先企業か
ら独立し，2年ほど経過した後にネットシ
ョップを設立してから）まあずっと順調に
12年ぐらいネットショップをやってる時
にコロナが来て，今まで売れてた時計が全
く売れなくなって。当然外出しないってこ
とはおしゃれグッズみたいなのは要らない
んで。その時に，アルコールジェルとかマ
スクとかそういうのをうまく仕入れるルー
トがあったんでさばいたりして何とかやっ
てたんですけど，これが終わったらどうし
ようもないなっていうところで，まあ自分
でブランドを立ち上げようと。組み立てで
すとか，そういうことも一応できるし，長
年時計業界にいるおかげで自分で作るため
の仕入れルートとかノウハウっていうのは
もうその時にはあったので，じゃあまあい
ったん自分で作ろうかっていうことで今に
至るみたいな感じですかね。そっからはも
う，立ち上げてからは紆余曲折してますけ
ど，何とか順調にぽろぽろ売れる程度には
なってきてるみたいな感じですかね（竹脇
氏・下線は筆者）

そして，現在，JIOS の腕時計は「月によっ
てまちまちなんであれですけど，（中略）1,000
本はいかないぐらい」（竹脇氏）という販売個
数を月単位で出すまで至っている。では，な
ぜ，JIOS の腕時計は愛好されるのだろうか。
筆者は，竹脇氏によるメイド・イン・ジャパン

へのこだわりと，竹脇氏の出身地への愛情，地
元への貢献の意志が要因であると解釈してい
る。まずは，VALORE ホームページの以下の
文章を参照されたい。

創設者の竹脇は，（中略）滋賀県大津市で
生まれ育ち高校生活を過ごした石山で何か
を創りたい，地域の為に何かしたい，と漠
然と考えておりました。およそ 20年近く
時計業界に身を置いていた彼は日本製時計
の品質の良さ，精度の高さを熟知してお
り，本物の日本製品の“モノ”の良さを世
界へ届ける為に日本製のウォッチブランド
【JIOS】を立ち上げます。地域に貢献した
いという彼の想いからブランド名である
JIOS はその地域である「Japan, Ishiyama
Otsu Shiga」の頭文字をとって名付けられ
ました。世界中へ時計を届けることが夢と
なった創設者の熱い想いは，JIOS の腕時
計 1本 1本の品質と，そのデザイン性への
こだわりとなって高い品質の提供を約束し
ます。また実直な腕時計のモノづくりを通
して，JIOS の地元である滋賀県，大津市，
石山の魅力を世界へ向けて発信し地域ブラ
ンドの向上に繋がる活動をしていきたいと
考えています（VALORE のホームページ
を VALORE の許諾を得て転載・下線は筆
者）

上記を深掘りする質問をしたところ，竹脇氏
は次のように回答した。

ホームページ拝見してると，日本製のもの
づくりの良さを伝えたいということ，記載
されてましたけども，そのあたりについて
もう少し詳しく教えていただけますか（筆
者）

ですから前の，前職の時から腕時計だ何だ
って取り扱ってたんですけど，某国製13）が
すごい多かったんですね。まあ言っちゃ悪
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いけど粗悪品みたいなやつもいっぱい取り
扱って，めちゃくちゃ利益出したりとかし
てたんですけど，やっぱクレームがあった
りとか顧客満足につながるってことはなか
ったので。売ってる僕ら本人も全然，こん
なん売りたないけどなあと思いながら売っ
てたんですけど。その中で，日本製の時
計。昔，某国製の時計とかやったらもう機
械式だと 5個に 1個は不良だっていうレベ
ルのもんを売ってたりしてたんで。そんな
中，日本製って品質も良くて割と安いしっ
ていうので。特に地元の名前を何か冠にす
るんやったら当然日本製にこだわってやっ
ていこうというふうな感じ（竹脇氏・下線
は筆者）

さらに，出身地への愛情について深掘りした
ところ，「ブランドを付ける時に名前ってある
と思うんですけど，デザイナーの名前とかが結
構ブランド名になったりとかしてることが多か
ったりとかやったんで，まあ自分がつくるんや
ったら自分の名前とかも入れるんかなとかいろ
いろ考えたんですけど」（竹脇氏）とした上で，
「ジャパンだとか石山だとかいうのをこう見た
時に，あ，こういうのを並び替えたらできるん
ちゃうかなみたいな感じで」（竹脇氏）とする。
ただし，「地元愛があったっていうことなんで
すかね」（筆者）と尋ねたところ，「うん」（竹
脇氏）と回答した上で，「自分にとって何があ
るかみたいなことをメモにいっぱい書いてる時
に，売れるポイントとしてそこがたまたまつな
がった」（竹脇氏・下線は筆者）と結んでいる。
以上のように，竹脇社長のメイド・イン・ジ
ャパンへのこだわりと地元愛，地元への貢献を
鑑みたブランドであることが，JIOS の腕時計
が購入される要因だと筆者は解釈している。な
お，地元愛，地元への貢献を企図しているブラ
ンドであることについて，さらに製品名からも

確認しておくこととしたい。まずは図 7を参照
されたい。
図 7に写っている腕時計の名称は，GMT ダ
イバーズ 104である。この製品は次のように説
明されている。「琵琶湖最深部の水圧にも耐え
うる防水性！『GMT ダイバーズ 104』。JIOS
の 2ND モデルである『GMT ダイバーズ 104』
はあえて伝統的なダイバーズウォッチにデザイ
ンすることで，琵琶湖の深さ 104M をも耐えう
る堅牢な防水性（200M 防水）を備えるダイバ
ーズウォッチであることを示しています」
（VALORE のホームページを VALORE の許諾
を得て転載・下線は筆者）。なるほど，あえて
琵琶湖の深さを製品名に冠しており，地元愛，
地元への貢献を企図していることが容易に見て
取られよう。

続いて，図 8に写っている腕時計について，
そのカラーリングの名称からも地元愛，地元へ
の貢献を企図していることが確認できる。例え
ば，「びわ湖ブルー」（VALORE のホームペー
ジを VALORE の許諾を得て転載）や「ビワマ
スサーモン」（VALORE のホームページを VA-
LORE の許諾を得て転載）といったものであ
る。
では，続いて，まずは研究課題 1の視点か

ら，そして研究課題 2の視点から論じていくこ
ととしたい。なお，研究課題 1および，続いて

────────────
１３）具体的な国名が述べられているが，本稿では全

ての箇所で某国と置き換えて記載している。

図 7 JIOS の製品群①
出典：2025年 9月 25日に筆者撮影

中小企業における女性の非正規雇用労働者の採用およびリテンションに関する一考察May 2026 ８１



の研究課題 2に関連することとして，マイナビ
（2025）の調査を適宜示しながらインタビュー
しているということをまず記しておきたい。こ
のマイナビ（2025）は，「アルバイト就業中の
20～50代の既婚女性」（p.4）を対象に，「2025
年 2月 17日～2月 25日」（p.4）に「インター
ネット調査」（p.4）として行われた「調査回収
数 就業者 1,712サンプル」（p.4）の調査であ
る。ただし，インタビューにあたってパートと
アルバイトは同義であることを断った上で行っ
ている。

5.2 研究課題 1について
研究課題 1は，中小企業の経営者は，採用活
動において女性の非正規雇用労働者であるパー
ト・アルバイトにいかに自社の魅力を伝達し，
彼女はその伝達内容をいかに解釈するのか。ま
た，その解釈は彼女のリテンションにいかなる
影響を与えるのかである。ただし，自社の魅力
とはメイド・イン・ジャパンにこだわり，かつ
地元への貢献を目指したブランド名を擁してい
ることとする，であった。
なお，再度確認しておくと，本稿でいう採用
活動とは，服部（2016, p.49）のいう募集，選
抜，定着の 3つの段階すべてをいう。ただし，
この定着については，服部（2016）を参考に，
「人材が少なくとも入社 2, 3年の段階に達す
る」（p.48）までの期間その企業で就業してい
ることと考える。女性のパート・アルバイトで
ある立脇氏の勤務継続期間は「今，2年 2カ月

ぐらい」（立脇氏）ということであるから，採
用活動の中における定着として論じて問題ない
だろう。
さて，そもそも女性のパート・アルバイトで
ある立脇氏の就業の目的はどのようなものだっ
たのだろうか。前提として，立脇氏には子がお
り，子は「小学校 1年生」（立脇氏）とのこと
だ。そして，立脇氏は図 9を見ながら，「1番
はやっぱり『家族の生活費のため』っていうの
は上位に来てる」（立脇氏）とする。これは，n
＝325の小学生の子どもがいるという属性でい
えば，64.2％が選択している（マイナビ，
2025, p.53）ため，全体の傾向と合致している
といえよう。
では，就業するとしても，なぜ株式会社

VALORE だったのだろうか。現在，立脇氏は
「JIOS の腕時計の Instagram だったり Facebook
に上げる商品を写真撮影して編集をしてアップ
をするというのが，主に業務をさせていただい
てるところ」（立脇氏）であり，こうした業務
内容と，過去の立脇氏の経験とが重なったこと
が挙げられる。次の竹脇氏の話を参照された
い。

前職が一般事務で働いていたんですけれど
も，結婚をきっかけに退職いたしまして，
夫が転勤を伴う職場だったので，日本全国
ちょこちょこと場所を移動しなければいけ
ないという生活スタイルに変わりまして，
その中で夫ももう，1年たったら次の場所

図 8 JIOS の製品群②
出典：2025年 9月 25日に筆者撮影
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に行くというぐらいの短いスパンで場所を
変えていたので，私もそこで職場を探して
働くというイメージがつかなくて。その中
で自分がどういうふうに収入といいます
か，働き方があるだろうと考えた時に，以
前から趣味であった犬の服を作るっていう
のを，まあ販売して収入を得られるんじゃ
ないかというふうに思いまして，そこから
子供が生まれる 4年間ぐらいは自分で犬の
洋服を作って（筆者注：インターネット
で）販売をしておりました。子供が生まれ
てからは，その業務はストップして子育て
中心の生活になっていたんですけれども，
息子，子供が 3歳になった時に地元の滋賀
県に私だけ子供と一緒に帰ってくることに
なりまして，子供も保育園に行くようにな
ったので，またどこかで働けないだろうか
というふうに考えてた時に今の職場を見つ
けまして，自分がやっていたネットで犬の

お洋服を売るっていうところで（筆者注：
JIOS というブランド名を冠する腕時計の
販売と）接点があったので，自分に何かお
手伝いができないかなというふうに思って
ここの職場に就きました（立脇氏・下線は
筆者）

そして竹脇氏は，上記の経験について，「ネ
ットで物を売るって結構特殊なんで，（中略）
そういうことを経験したことがあるっていうの
は，私らの業界にとってはプラスであることは
間違いない」（竹脇氏・下線は筆者）と評して
いる。つまり，立脇氏はリテンションの研究蓄
積が対象としている「高業績を挙げる（または
挙げることが予想される）従業員」（山本，
2009, pp.14-15）といって差し支えないだろう。
では，中小企業の経営者である竹脇氏は，採
用活動にあたって，立脇氏に対してメイド・イ
ン・ジャパンにこだわり，かつ地元への貢献を
目指したブランド名を擁していることをいかに
伝達し，その伝達内容は立脇氏にいかに解釈さ
れ，立脇氏のリテンションにいかなる影響を与
えたもしくは与えているのだろうか。結論から
述べると，採用活動のうち募集と選抜の段階に

────────────
１４）図のタイトルについては，マイナビ（2025）に

おける質問文に依拠しつつ筆者が付与している
ため，原文ママではない。以下，マイナビ
（2025）から転載した図について同じ処理をして
いる。

図 9 就業の目的（複数回答）
出典：マイナビ（2025, p.53）に関し，マイナビの許諾を得て転載14）
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おいては，経営者である竹脇氏から立脇氏へと
伝達はなされていなかった。ただし，定着の段
階においては，立脇氏のリテンションに影響を
与えているといえる。
まず，竹脇氏は，募集と選抜の段階に関し
て，「普通にネットで募集をかけ，求人の広告
を出して，来たっていうだけですけどね。そん
でその，別に，何かたまたまもともと知り合い
やったとかいうこともなく。普通にしゃべって
ていい感じの子やなと思ったんで採用にするっ
ていう形で」（竹脇氏）と語る。さらに，特に
選抜の面接については，「僕，いつも面接って
もう，面接だけじゃ分からないと思ってるん
で，もうフィーリングが一番やと思ってます。
（中略）何となくこの人やったら自分と合うな
とかいうのが感じ取れる人を雇うようにはして
ますけどね」（竹脇氏）と語る。さらに次のや
り取りを参照されたい。

面接の時に，例えばこの，ご自身の思いで
あるとか，まあ日本製のお話ですね。あ
と，この JIOS ってそもそもブランド名で
あるとかそういったことってお話しされた
りするんでしょうか（筆者）

まあしないですね。（中略）全体としてネ
ットショップの業務の手伝いということ

で，業務の説明はしますけど，その JIOS
がどうとか日本製がどうとかいうことはし
ゃべらないですね（竹脇氏・下線は筆者）

この点については，立脇氏も次のように語っ
ている。

滋賀のお名前を入れてるブランドだという
ことは，働くっていう選択をする上で関係
があったのか，なかったのかっていうのは
どちらになるんでしょうか（筆者）

なかったです（立脇氏）

以上より，採用活動のうち募集と選抜の段階
においては，経営者である竹脇氏から立脇氏へ
と伝達はなされていなかった。また，立脇氏に
とっても，株式会社 VALORE で働くというこ
とに関して関係は無かったということである。
ただし，定着の段階については異なる結果と
いえる。前提として，竹脇氏と立脇氏の距離は
近く，「何か『こういうのが売れたよ』とか
『こういうお客さんが来たよ』とか，そういう
のを共有できる時はすごくやりがいを感じま
す」（立脇氏）とし，「ブランド内の話で言いま
すと（中略）いろんな出来事を常に共有してい
ただいているんじゃないかなというふうには思

図 10 竹脇氏と立脇氏
出典：2025年 9月 25日に筆者撮影し，一部加工（PC モニター上の表示を黒塗り）
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います」（立脇氏・下線は筆者）とする。実際，
図 10のように，二人は物理的にもとても近い
距離で連携しながら仕事をしていることがわか
る。
このように，JIOS というブランドに関する
情報連携，すなわち魅力の伝達は日々なされて
いることがわかる。その上で，立脇氏は自身の
解釈等について次のように語る。

働き出してからはやっぱこの滋賀県を愛し
てるところであるとか，日本製の良さって
いうのは，働く上では関係してるんでしょ
うか（筆者）

関係しておりまして。私も犬のお洋服を販
売してた時も，やっぱり縫製にこだわって
丁寧に作るっていうところに，もう大変こ
だわっていたので，ほんとに日本のものづ
くりっていうところで，海外にもこの技術
だったり思いが知れ渡ると言いますか，知
っていただけたら，すごくすてきなことだ
なというふうに思いながら働いております
（立脇氏・下線は筆者）

実際，立脇氏は，職務再設計を経ても株式会
社 VALORE での勤務を継続したいというまで

に至っている。当初は，「自分がやっていたネ
ットで犬のお洋服を売るっていうところで（筆
者注：JIOS というブランドを冠する腕時計の
販売と）接点があったので，自分に何かお手伝
いができないかなというふうに思ってここの職
場に就きました」（立脇氏）ということであり，
実際に竹脇氏からは「ネットショップの業務の
手伝いということで，業務の説明」（竹脇氏・
下線は筆者）がなされていたのであった。しか
し，現在は「簡単な電池交換ではあるんですけ
ど，この職場に来なかったらそんなことはする
ことがなかっただろうな」（立脇氏・下線は筆
者）という職務も担当している。しかしなが
ら，そのことでもってやりがいを感じると回答
しているのだ。これは，図 11で示したマイナ
ビ（2025）の調査を鑑みると，立脇氏の属性で
ある「小学生の子供がいる」（p.56）でいえば
わずか 9.2％しか選択していない（p.56）もの
である。
また，研究課題 1のみならず，研究課題 2に
も関連する立脇氏の回答を確認しておく。立脇
氏は現在の就業先で長期間働きたいと思えるか
どうかについて，図 12を見ながら「そう思い
ます」（立脇氏）と回答しているのである。立
脇氏の属性は「小学生の子供がいる」（マイナ
ビ，2025, p.98）なので，「そう思う」（マイナ

図 11 就業先におけるやりがい（複数回答）
出典：マイナビ（2025, p.56）に関し，マイナビの許諾を得て転載
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ビ，2025, p.98）という回答がわずか 26.6％に
留まっていることを鑑みると，立脇氏のリテン
ションが図られていると判断できよう。
以上のことから，採用活動のうち募集と選抜
の段階においては，メイド・イン・ジャパンに
こだわり，かつ地元への貢献を目指したブラン
ド名を擁していることについて，経営者である
竹脇氏から立脇氏へと伝達はなされていなかっ
た。ただし，定着の段階においては，立脇氏の
リテンションに影響を与えているといえた。具
体的には，日々の業務における近い距離感の中
で JIOS の魅力について伝達され，「日本のも
のづくりっていうところで，海外にもこの技術
だったり思いが知れ渡ると言いますか，知って
いただけたら，すごくすてきなことだなと」
（立脇氏）と解釈され，「すごくすてきなことだ
なというふうに思いながら働」（立脇氏）くと
いう状態に至っていた。そして，面接で当初伝
えられていた職務からの職務再設計がなされて
も，そのことについてやりがいを感じると回答
するに至っていた。現在の就業先で長期間働き
たいと思っていることからも，彼女のリテンシ
ョンが図られているということができよう。

5.3 研究課題 2について
研究課題 2は，ファミリー・フレンドリー施
策は，独自の魅力を持つ中小企業で働く女性の
非正規雇用労働者であるパート・アルバイトに
いかに解釈され，その解釈は彼女のリテンショ
ンにいかなる影響を及ぼすのかである。ただ
し，独自の魅力とはメイド・イン・ジャパンに
こだわり，かつ地元への貢献を目指したブラン
ド名を擁していることとする，であった。
立脇氏は，自身の子の看病に関して，「去年
の年末に，息子がほんとに月に 3回とかの発熱
をするのが続いて。また 12月ってすごく忙し
い時期なのに，ほんとに休んでばっかりで大変
迷惑をかけたんですけれども，その時でも『看
病頑張ってね』っていう声をかけてくださった
り」（立脇氏）と語る。そして，この点につい
て，筆者からさらに質問をしている。

もしそういう温かい声かけがなければ，ど
うですかね。仕事って続け（筆者注：られ
ていましたか？），ここでの（筆者）

ちょっと心が折れてたと思います，もう。
子供の発熱なんていうのは自分でもどうし

図 12 現在の就業先で長期間働きたいと思えるか（単一回答）
出典：マイナビ（2025, p.98）に関し，マイナビの許諾を得て転載
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ようもない領域で，やれることやってるん
ですけど，病院に行っても，「何でこんな
に熱が出るのか分からない」っていう，言
われるぐらいもう原因も分からないってい
う感じだったので，それももう 3～4カ月
続いて，あ，また休まないといけない，ま
た休まないといけないっていう気持ちでず
っと過ごしてたので，その中でももう，ま
あ思うことあったと思うんですけど，ぐっ
とこらえて見守ってくださってるかなと思
います（立脇氏・下線は筆者）

そして，竹脇氏は上記のエピソードに関し
て，「子供は熱出すもんなんでしょうがない」
（竹脇氏）と語り，立脇氏への対応を「普通の
ことを普通にしてるだけ」（竹脇氏）と言い切
る。
ここで，ファミリー・フレンドリー施策とは

「勤労者の家族に対する責任に配慮した」（山
本，2009, p.58）施策のことであった。たしか
に，山本（2009）の実証分析の中で用いられた
「育児休暇や介護休暇の取得を促進させる取り
組みを行っている」（山本，2009, p.149の表 6-
1より抜粋），「育児や介護後の復帰をスムーズ
にするための支援を行っている」（山本，2009,
p.149の表 6-1より抜粋），「育児や介護により
一時的な勤務形態の変更を認めている」（山本，
2009, p.149の表 6-1より抜粋）の尺度をそのま
ま用いたものではないものの，「勤労者の家族
に対する責任に配慮した」（山本，2009, p.58）
施策といって差し支えないだろう。
こうした背景のもと，立脇氏は，「裏方のほ
うに回って」（立脇氏）でも，同社での勤務を
継続したいと考えているのだという。以下のや
り取りを参照されたい。

今までは SNS にアップするだったりとい
う業務がメインだったんですけれども，こ
れからは自社組み立てっていうところで，
時計の組み立てをするというところで，ち
ょっと裏方のほうに回って活躍できないか

なというふうに（立脇氏・下線は筆者）

あ，そうなんですか（筆者）

はい。考えています（立脇氏）

というとあれですか。（中略）ムーブメン
トを入れたりとか針を組んだりとかそうい
う感じですかね（筆者）

あ，そうだと思います（筆者）

なるほど。それは（筆者注：株式会社
VALORE に）入られる時は，わんちゃん
の洋服のそのネット販売の経験を生かして
ということで入られたわけですけど，結構
違うことじゃないですか。それはその方面
に活躍したいと思えるようになった理由っ
てあるんですか（筆者）

もともとものづくりっていうものが好きっ
ていうのと，さっきの話とつながるんです
けど，子供が発熱しますと，ここに出社し
ないといけないとなりますと，休まないと
いけなくなって，もう迷惑をかけるという
ふうに思っていて。で，時計の組み立てだ
と，在宅でも活動というか動きを止めずに
貢献できるんじゃないかなというふうに思
ってまして，それが一番のきっかけになり
ます（立脇氏・下線は筆者）

「ネットで物を売るって結構特殊なんで，（中
略）そういうことを経験したことがあるってい
うのは，私らの業界にとってはプラスであるこ
とは間違いない」（竹脇氏・下線は筆者）とい
う経験を有する立脇氏にとっては，他社に移る
という選択肢もあろう。しかし，職務を変更し
てでも，株式会社 VALORE での勤務を望んで
いるのである。
また，図 13は研究課題 1について論じた際
に図 12として掲載したものである。研究課題
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2にも関連するため再度端的に確認しておく
と，立脇氏は現在の就業先で長期間働きたいと
思えるかどうかについて，図 13を見ながら
「そう思います」（立脇氏・下線は筆者）と回答
しているのである。
以上のことから，ファミリー・フレンドリー
施策は，独自の魅力を持つ中小企業で働く女性
の非正規雇用労働者であるパート・アルバイト
の立脇氏には，同社での勤務を継続する上で無
くてはならないものだと解釈されているといえ
よう。立脇氏の言葉を借りれば，「ちょっと心
が折れて」（立脇氏）しまいかねないところを，
同社のファミリー・フレンドリー施策が救った
のである。現に，立脇氏は，「裏方のほうに回
って」（立脇氏）でも，同社での勤務を継続し
たいと考えている。また，現在の就業先で長期
間働きたいと思っていることも確認できてい
る。

5.4 発見事実の整理
前提として，本稿では大きく次の二点につい
て論じてきた。まずは，中小企業における採用
活動について，募集，選抜，定着の 3つの段階
に分解した上で，採用する側である経営者と，
採用される側の非正規雇用労働者である女性の

パート・アルバイトの間における作用について
段階毎に論じてきた。ここで，作用とは何かと
いうと，自社の魅力，すなわちメイド・イン・
ジャパンにこだわり，かつ地元への貢献を目指
したブランド名を擁していることについて，経
営者はいかに女性の非正規雇用労働者であるパ
ート・アルバイトに伝達し，伝達された内容は
いかに彼女に解釈されるのか，その解釈はリテ
ンションにいかなる影響を与えるのかというこ
とである。次に，ファミリー・フレンドリー施
策は，上述した魅力を持つ中小企業で働く女性
の非正規雇用労働者であるパート・アルバイト
にいかに解釈され，その解釈は彼女のリテンシ
ョンにいかなる影響を及ぼすのかについて論じ
てきた。
結果として，次の 2点について発見すること
ができた。1点目は，採用活動における募集，
選抜，定着という 3つの段階のうち，募集と選
抜の段階においては，メイド・イン・ジャパン
にこだわり，かつ地元への貢献を目指したブラ
ンド名を擁していることについて，経営者であ
る竹脇氏から立脇氏へと伝達はなされておら
ず，ゆえに立脇氏による解釈も生じていなかっ
たものの，定着の段階においては伝達され，立
脇氏のリテンションに影響を与えていたいうこ

図 13 再掲：現在の就業先で長期間働きたいと思えるか（単一回答）
出典：マイナビ（2025, p.98）に関し，マイナビの許諾を得て転載
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とである。具体的には，日々の業務での近い距
離感の中で JIOS の魅力について伝達され，
「日本のものづくりっていうところで，海外に
もこの技術だったり思いが知れ渡ると言います
か，知っていただけたら，すごくすてきなこと
だなと」（立脇氏）と解釈されることとなり，
「すごくすてきなことだなというふうに思いな
がら働」（立脇氏）くという状態に至っていた。
結果として，面接で当初伝えられていた職務か
らの職務再設計が行われても，そのことに関し
てやりがいを感じるとすら回答するに至ってい
た。そして，現在の就業先で長期間働きたいと
思っていると筆者に回答している。これらのこ
とから，彼女のリテンションに影響があり，リ
テンションが図られているということを発見す
ることができた。
2点目は，上述した魅力を持つ中小企業で働
く女性の非正規雇用労働者であるパート・アル
バイトの立脇氏には，ファミリー・フレンドリ
ー施策は勤務を継続するためには無くてはなら
ないものだと解釈されていたということであ
る。立脇氏いわく，「ちょっと心が折れて」（立
脇氏）しまいかねないところを，同社のファミ
リー・フレンドリー施策が救っていた。実際，
立脇氏は，「裏方のほうに回って」（立脇氏）で
も，同社における勤務の継続を望んでいる。ま
た，現在の就業先で長期間働きたいと思ってい
ることも確認できた。

6．含 意

6.1 理論的含意
これまで述べてきたことを踏まえた，本稿の
理論的含意は次の 3点である。1点目は，自社
の魅力に関し，日々の業務の中で伝達していく
ことによって，女性の非正規雇用労働者である
パート・アルバイトのリテンションを図られる
ということだ。つまり，リテンション・マネジ
メントの視座からの採用活動15）の在り方につい

て，事例に基づいて一定の示唆を提供すること
ができたといえよう。
理論的含意の 2点目は，ファミリー・フレン
ドリー施策により，女性の非正規雇用労働者で
あるパート・アルバイトのリテンションを図ら
れるということである。そもそも，非正規雇用
労働者を対象にして行われた実証分析では「フ
ァミリー・フレンドリー施策の（筆者注：リテ
ンション）効果はみられなかった」（山本，
2009, p.151）とされていたのであった。この実
証分析を踏まえ，本稿では中小企業で働く女性
かつ非正規雇用労働者であるパート・アルバイ
トに焦点をあてて考察し，リテンションの効果
を確認することができた点は，本稿の理論的な
含意であるといえよう。
理論的含意の 3点目は，女性の非正規雇用労
働者であるパート・アルバイトを対象にして，
本稿の知見をもとにしてリテンションを図りつ
つ，職務再設計により多くの職務を経験させ，
戦力化することが可能となりうることを示せた
点である。これは，「今後，正社員の採用がま
ずます難しくなってくることが予想される中，
非正社員をどう戦力化していくかが企業に問わ
れている」（田村，2023, p.153）という主張を
踏まえると，本稿の理論的貢献の一つであると
いえよう。

6.2 実践的含意
日々の業務の中で自社の魅力を伝えるという
ことは，容易でありコストもかかりにくく，か
つリテンションを図ることができるというベネ
フィットを企業にもたらすことができる。
また，ファミリー・フレンドリー施策に関し
ても，あたたかい声掛けについては容易かつコ
ストもかかりにくく，さらにリテンションを図
られるメリットがある。このように，中小企業
においても実施しやすい行動により，リテンシ
ョンに寄与できるという知見を導出できたこと
は，本稿の実践的な含意であるといえよう。
なお，中小企業において，その規模が拡大し
非正規雇用労働者数が多くなった場合において

────────────
１５）繰り返しとなるが，本稿では，採用活動の中に

定着の段階も含めて論じている。
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は，自社の魅力を伝える勉強会を実施すること
も一案であろう。たしかに時間を消費し，人件
費というコストも発生するが，リテンションを
図ることにより長期的な労働力の確保が実現し
うることを鑑みると，長い目で見て有効な施策
だと考える。

7．本稿の限界と展望

本稿では，経営者のみならず女性の非正規雇
用労働者であるパート・アルバイトにも協力し
てもらい，実際に経営の現場で生じている現象
について多面的な視点から考察することができ
た。結果として，理論的含意 3点，実践的な含
意 2点を導出することができた。これらのこと
は本稿の強みの一つだと考えられる。
ただし，本稿はあくまでも株式会社 VA-

LORE における単一の事例だという限界があ
る。ゆえに，さらに他の事例研究を行って考察
を精緻化していきたいと考えている。

付 記
（1）参考文献に掲げているマイナビ（2025）につ
いて，転載等に関してあらかじめマイナビに許諾を
得ている。（2）株式会社 VALORE が全ての権利を
保有している同社のホームページについて，その内
容の転載等についてあらかじめ許諾を得ている。（3）
この研究は，龍谷大学による，人を対象とする研究
に関する倫理審査により承認を得たものである。
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より許諾を得た上で本稿に活用している。
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